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　　　　　　　　　　　　　　Kδjl　Motojima，Yasufumi　Ishi－wada，Shinichi　Maki＆Masaki　Kawano

　　　　　　　　The　Kuro－kawa　o紐field　is　Iocated　abo見t16km　north　of　the　Akita　city．It　is，玉n　Japan，

　　　one　of　the　largest　field　on　its　tota1，0il　production　by　the’time．

　　　　　　　　In　the　autumn　of1953，Pthe　writers　have　studied　this　field　by・means　of　the　geochemical

　　　method，the，same　methodr　as　adopted　in　the　study　of　methane・gas　field．by　the　ordinary　type

　　　in　this　country．　Crude　o11in　the　field　is　y玉elded　by　pumカing　wells，　Therefore，the　brine

　　　samples・for　analysis　were　obtained　at　casing　head．　Some　analytical　elements　were　carried　out

　　　ih　site，　and　others　in　field　laboratory．

　　　　　　　　This　oil　field　forms　a　dome　structure．　Its　axial　part・量s　composed　of　the　lowerか1iocene

　　　gray　shale，「i．e．　Tentokuji　formation，on伍e　surface，　Oil　is　produced　from　two　horizons，

　　　that三s，theshallowerreservoirin200mdeep，andtheotherin400－500mdeep．

　　　　　　　　Acc・rdin琴t・the・drillingrec・rd・fR－144weII・thege・1・gicsucce＄si・nisasf・11・蜘s；

　　　　　　　　　　　　Depth　from　ground　surface　　　　　　　Format｛on

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O－165m　　　．　　Tentokujigreyshale

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　165－325m　　・　　　　Funa－kawablackshale

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　325－450m　　　　　　Oma－gawahardshaleintercalatingandesites

　　　　　　　　The　rangeS　of　concentration　of　the　main　chemical　constitue尊ts　in　the　brine　are　as　follows：

　　　　　　　　　　　　Cl隅．。＿．＿．＿＿．、＿．．．．＿．．＿．＿＿1，600－16，700mg／l（Shα110wer　reservoir）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6，50Q－17，500　〃　　（Deeper　reservoir）

　　　　　　　　　　　　NH4＋．＿．＿．．＿，＿。＿。＿，．＿．．　7．5－75　　　　　　〃

　　　　　　　　　　　　Excess　base．＿．，．＿．．．。．．＿．．　　5－45n≦，eq／～in　generaI

　　　　　　　　　　　　Total　CO2＿＿．．．．。．。．．．・＿。．＿．．．．．600－800mg／l　in　general

　　　　　　　　　　　　P瓦RpH’●””川●””●””●’翻1：1二1：1｝（Shal1－eserv・ir）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R謡：1二1：l／（Deeperreserv・ir）・

　　　　　　　　　　　　P＿。＿，＿。＿．．＿＿。．．．＿＿＿．．＿。．0．00－0。1mg／l

　　　　　　　　　　　　KMn　O4cons．．．＿。．．＿＿＿．．．＿　　80－200mg／Z　in　genera1

。　　　　　　　NO2一．．＿．．．．＿．＿．．＿．＿』．．．＿0．000　　　　　　〃

　　　　　　　　　　　　Mg＋＋＿．．．＿．．＿．．．＿．．＿．．．．　65－370　　〃

　　　　　　　　　　　　Ca＋＋　．．＿＿．．＿．．㌔＿，．．＿．，＿，．．　100－300　　　　　〃

　　燃料部
　　技、術部
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　　　　SO4”一…………・…す…………　　1mg／」＞　　一’　　 　　　　　亀

　　　　　Dissolved　o2』＿！＿．．．＿。＿。＿。　0。1－0．5cc／Z　in　general

　　　　I曙＿、∵＿＿9＿＿．。．．＿．＿．．＿＿＿』　7－20mg／l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IツC1一（1．0－1．3）×10－3

　　　　　Br閂＿．．＿．＿。＿。＿。＿．．，．＿＿．．．　20－50gg／1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Bf／C1一（3．O－3．25）　×　10『3

　　　C1噌distribution　in　regard　to　the　deeper　reservoir　coincides　roughly　with　the．u血derground

structufe　of　the　reservoir　but　NH4＋distribut｛on　does　not　show　the　same　relation』

　　　The　oi1－water　ratio　in　each　well　seems　to　have、some　interrelations　with　Cl－and　NH4＋

concentrations　of’the　br呈ne，

1．　緒 昂
悶

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も石油課においては，昭和26年から28年に至る、3力年

にわたつて，秋田市の北方にある油田地帯のうち，五城

目町から黒川’・豊川両村に及ぶ地域に対する地表地質な

らびに古生物精査を実施した。昭和28年夏には，黒川

および豊川両油田附近の地表地質調査を実施することに

なつたので，天然ガスについて行うと同じ地下水法によ

つて，油田の実態の吋面を把握しようと試みた。

　1つの油田に対して，どのような方法で地化学調査を

行うのが良いかは現在では全くの未知に属することなの

で，老朽化した黒川油田のポンプ採油井から得た地下水

（油田餓水）1について行つて得た分析の数値を掲げるこ

とを主どして，こ、に報告する。

　現地調査に際レては帝国石油株式会社黒川支所から多

大の援助を受け・また同社の本社ならびに秋田鉱業所か「

ちも資料の提供を受けた。こ＼に記して深謝の意を表す

る。’

2。黒川油田概略

．黒川油田は秋田県南秋田郡黒川村にあつて，明治7年

頃すでに4油井があり，明治32年には伊木技師による

油田図幅調査が行われている。

　大正元年，綱式による試掘により出油をみたが，同4

年にロータリー式による本格的な開発が始められた。全

盛期は大正5年で，1万石井として記録に残るR－5号

井の大噴油をみたのは’この年である。大正0年に小田技

師の地質調査が実施きれ，大正7年（1918）以後は間掘

りと深掘りが行われた。

　昭和5年（1930），R－143号によつて1，632mまで探

査きれだが良い結果を得ず，現在に至るまで旧井による

採油を続けている。

　大正5年下半期の産油量は約9万tに達しているが，

現在は約90坑井によるポンプ採油により月産約400KL

の産油を示し，1坑当り日産油量は約0．2KL弱である。

　黒川油田の地質構造（第1図参照）1はほ買南北に長軸

を有するドーム構造で，東翼の傾斜は15～18。，・西翼は
拶

急で45。に達する。地表に露出する岩石は天徳寺層に属

する暗灰色泥岩である。本油田内の南部にあるR－144

号井の資料によれば

　　　　地表～165m　　天徳寺層

　　　　　1弱～325m　　船川黒色頁岩層

　　　　　325～500m　・女川層

で，主油層には約400fnで達し，それより下は多孔質の

安山岩にはいつてし、・る。

　おもな出油層は2層あり，浅層は深度130～250fn，

深層は本油田の主油槽となつていて400～500m前後の

深度を有する。

3．　調　査　方　法

　前述のように，当油田の採油井はいずれもポンプ採油

を行つているのでゴ分析用試料としては坑口附近で原油

と水とを分離し，なるべく原油分のはいらない蛾水をも

つてこれにあてた。

　汲上げ時間の短い坑井では，長時間チユービング中に

停滞した水を採つていることになり，また井戸側管下部

にある水を採つても，坑井中には遮水が不完全と思われ

るものがあるので，必ずしも分析値がアンカー位置の戯

水を代表しているとは考えられない。．

　おもな成分の分析法は次の通りである。

　Clq　　　モール氏法。

　NH㌔　，空気蒸溜法。

　Exc“ss　base　B．C、P．を指示薬としてHCI規定液

で求めた。

　Total　CO2　Ba（OH）2溶液による吸収法。

　益ee　CO2　　フェノールフタレインを指示薬として，

Na2CO3規定液で滴定。

　FH，RpH　　比色法。
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4．測定の結果、

　調査した坑井の位置を第1図に示し，

これに対応する測定値は第1表に一括

した。

　C1一浅層井の水では1，600mg／1前

後から16，700mg／」まであり，深層井

では6，900～17，500mgμである。なお

詳細にみれば浅層井では6例中の1例

を除いて，C1一＜8，500mg！1であるが，

深層井にあつては，逆に、C1一＜9，000

mgllは2例しかなく，深層井水のC1一

が濃い。

　NH4＋いずれも7．5～75m，9μの

間にある。浅層と深層との間に差がな

い。

　E写cessbase多くは5～45meq1」。

であつて，浅層・深層間に大差はみう

0　50100　　20

第1図　　秋田県黒川油田地下構造および地花学測点位置図　1953－8調査

　　　（地下構造図は帝石原図）

けられない。

　Tota1．CO2坑井数別分布は第2図

のようになつて，600～800mgllに最

も多くの坑井が集まつている。2，000

mgllを超えるものもある。

　Free　CO230～100mg！1程度が最

も多い。

　pH，RpH　第3図にその坑井数別

分布図を示す。深層水ではpHが7，0

r）7・8の間に最も多く・皐pHはや』

アルカリ側の7，4～8．2に集中する。

浅層水めpH，RpHほ深層水よりやY

酸性へ傾き，pH＝6。2～7．4，Rp｝≒

6．6～7．8の間に分布する。

　Fe第1表にみられるように，多’

量のFeを含むものがある。水量の多

いものにあつては，地層水中¢）Fe量．

をほざ示すであろうが，何分にもポン

プ採油井なので正確なことは今後の研
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　　　　　　第1表　秋田県黒川．油田地佑学

坑井名
Glq

mg／1

NH4＋、

血9／」

Excess

Base

m．eq／1

　　　　R－6　15650　36，6
　　　　R－7－1436・．70・・1
　　　　R－　8　　13500　、18，3－
　　　　R－10－　156io　　13．3
　　　　R－13　．10580　35，3

　　　　R－14　14140　15。O
　　　　R－15　1541・、15．7
　　　　R－　16　　　　14820
　　　　R－　18　　　　143go　　　27，0

　　　　R』19　　14380　、

　　　　R－20・1532・　25・4、
　　　　R－32　　13320　　16．2
　　　　R－　33　　　　13580　　　　24．4
　　　　R－　35　　　．13750　　　　10．o

　　　　R－37　16150　31．6

　　　　R　　39　　　　15880　　　　20．o

　　　・R－40　　16450　　36。4、，
　　　　Rr44　13830
　　　鵯R－　45　　　　13650　　　　31．5

　　　　R－58　11820

　　　　R－　60　　　　16200　　　　23．7

　　　　R－62　16100　36．3
　　　　R－65　11530　17，7
　　　　R－70　16020　19．4．
　・　　R－71　15780　36，7

　　　　R－　72　　　　13980　　　20．o
　　　　R－　74　　　　13280　　　　10．g
　　　　R－　77『　　　15070　　　　24．7
　　　　R－　78　　　　14660　　　　20．1

　　　　R－81、1696・．34・2

　　　　R－87　15240　28．3
　　　　R－　88　　　　14010　　　’24，1
　　　　R－　92　　　　15060　　　　21，g
　　　・　R占　96　　　　14400　、　　10．o

　　　　R－97・115900　工6．9『

　　　　R－100　16360　28．4
　　　　R－101　　　　9970　　　26．6
　　　　R－102　　　　15910
　　　　R－103　　　　　7720　　　　30．o

　　　　R－104　14380

　　　　R－105．　13840鵯28．8
　　　　R－108　　　　12370　　　　18．2
　　　　R－111　　　　9570　　　20．7
蓼、、　　R－112　1228・　17．．5
　　　　R－125　　　　15380

　　　　R－130　　　　127go　　　　11．5

　　　　’R－132　14730・　43．3
　　　　R－133　14380　21．8

C－2
C－3
C－8
C－9
C－17

4960
12700

4080
17490
4420

16．6
27。5
14．1

48．8
8．68

total

CO2
mg／」

27．20－

26．80

17。62

16．11

19．20

．22．57．

2．40
13，92
14．’82

18，81

20．85

6．59
10．20，
9．31
17，64

15，9琴，

35。05

18．81

10．95

17．62

　7．53・
　5．16
19．69、

　9．12
正4・50

10．19

10．1g

’15．49

17．26

、17．82

15．80

15．69

　9．02

21．16

15．74

　6．27

11．80

31．49．1
23，80

17．33

22，75

13，52

24．95
10．32

20．85

　5．1σ
27．40

10．35

25．75・
、24，20

27．80

45．60・

23．17．

－
f
r
e
e

CO2

mg／Z

1330』
1330

617

762

1089

99。0
632，

564，

882

715
216
409
653
420

712
1429
949
387
994

425
261

921
312

625．

・446
388
657

711・
6891

693
735
356
1276
688

226
946
1382
，785、

664，

1022、
755

ユ043
41コ

904

2801

1392．

442．

976
723．

168〔）。

2250．

1250．

pH

　202
　132、CO3”24，0

　317　　92：4

　114．
　　13．2．

　　13，2
　・48．5
　　57．2

　　22．o
　　・8．8
　　35．3
　　13．2
　　52．8

●22．0

　115。

　167　　4：5
　　88．0

　　48．3
．CO塾”12・

　141　　30：8
　’57．3

　　35．2
　　17．6
CO3”30，

　　57．2
　　22．0

　　8、．8
　　74．8
　　26．4
　　66．6
　　48．4

　　22．o
、CO3”36．

　246．・
　　8．4
　　22。0

　198．
　145，
　115．

　　57，2

　　74，8’

　167　　28：2

352
44：。

194．
484．
607．

RpH
Fe＋＋

mg／l1

6，9　 7．8－

7．4　 8，0
，8．1　8．2
、6．6　　　　7．4　』

7．4　7．8

7．1　7．8
7．8　8．0
7．8　8．0
7，2　7，6
7．6　7．9

7．8　8．1
7．4　 7，8
、7，3　』　　7』7

7。6　7．8
7．4　 7．8

7。8　・8．0
7．3、　7．8
7。1　7．6
8．0　・8。2
7・真　7。6

7．4　7．8
8．1　8．2
7．0　7．4
7．4　7 ．7

7，6　7．8

7．4　7．7
7．5　8．0
8．1 　8．2
7．1備’　　7．8

7．6　8．0

7．9　8．1
，7，1　7．5
7，5　7．8
7。4　『7．8

7．4　7．8

・7．6　7．9
8，2　 8．2
7．0．　7．6
7．6　7．9
7．8　8．0

7，1輔　7．4
7．0　7．6
7．4　7．81

7．5　7．9

7．0　7．3
6．8＋　　．　7．1

7．3　7．6

6．5

7．6＋

．7．0

6．7

6．5

6．8

7．8＋

7．4

7，5

7．0輔

6．73

1ρ・2

2．0

3．15
tr，

20．4

6，43
0．43
11．」

9．16
2，50

Feも

卑9／1’

11。20

10．7

2．3

0，22

14．4

30．6

6．78

11．8

9』77
2。56

10．40・11．30
ろ

3．06　　　　3．24

4，15　6．30
．0．22　　　　0．91

3．73　3．84
0．1」　　　　．0．25

0．18』0，33
10，1g　10．60
7．34　　　7．82

4．76

5，46
0．42・

10．Oo

11．67

1，75
tr．』

11．85

5，55

5．59
0．69

11．50

12．41

tr．

．12，08

1．91

　P

．mg／1

0，02

0，0】

0．02

0，02

（〉．03

0．0コ

0．05

丘．

tr。

tr。

0．01’

・0．02

tr．

tr．

0．01

0．09
tr．

0．02

tr。

1．21

0．02

0．01

0．03

KMnO4
cons．1

1ngμ』

115．

256

171

102

107．

183．

76．7

245．
』184・

216

215‘
107
284
218
2喚8・、

184
181

25。言

120

289

94．6

114

142

155．

、36一（534）



調　査表

『
N
Q

2－

mg／1

0．00

0。00

0．00

0．00
0．00

．OIOO

’0．00

0，00
0，00．

0．00

0．00
0．00

0．00
0，00

0．00
0．00
0。00
0，00
0．00

0。00
0．00
0．00

0．00

0．00
0．00

0．00
0．00

0。00
0．00

0．00

0．00

1『

mg／」

17．f

19．0

14．5

Br隅’

mg／l

43．8

47，3

43．8

・32．3

秋田県黒川油田地化学調査報告（本島公司外3名）

　　　PL…一ケーシングベツドと試料採取箇所との距離

Ca＋＋

mg／1

175．6

167．7

285．4

173．7

131．7

189．6

171．7

239．5

161。7

151．7

285，4

455．7

103．8

201。6，

153．7

65．9
175．6

103，8

103，8

171．7

229．5

103，8

275．5

173，7

107，8

109．8

151．7

313．4

207．6

261，5

205，6

Mg＋＋

mg／l

255、5

96．6

142．5

214，6

195．3

154．

174．

217．6

181．8

161，7

208．0

136．4

161、3

175．2

168，3

217。6
　98．0

163．1

239．9

170，5、

194．o

＼琴39・9

192．2

202．8

106．3
工73。4

240．4

190．1

291．0

84，0・

192．6［

SO4一一

mg／1

1＞

1＞

1＞

1＞

1＞

1＞

12
1＞

1＞

1＞

1＞

1＞

1＞

1＞

1＞

1＞

1＞

1＞

1＞

1＞

1＞

1＞

1＞

1＞

1＞

1＞

1＞

1＞

1＞

1＞

Tw
water
temp，
　OC

Ta　air

temp．

　。C

24．7
16．2
14．7
15．3
14。5

26．も

17．8
、14．7

28．3
16，8

19．3
30．2
26．4
29．0
18．7

23．2
15．4
28．4
26。5，

29。」，

・22，4

．16．2

20．7
24．5
25．5

21，6
27・」．．

17．8
26．2
18．0

21．3
28．3・

26．5
33．5
15．8

25．6．

19．5
18．6
18．3
17．4

31，5
26．6
25．2
25，」

　18．8

　36．0

　27．0

26．8

20．4
17．2
17．8
16．5
18．5

32．8
31．8
、29．7

29．7

28，2
28，5
30．7
31．5
名9・8・

31．0
33．2
31，5
29，8
27．4

27。0
33．5
29．5
31，5
30．2

30．7
29．7』

26，6
30、】

27．3

30．7
29．5
26．0
24．0
29．5

24．5
30．5
31．7
27．4

28．2

30，2

30；1

26．6
30．8
26．0
27．2

27．3

31．2

30．0
31．0

28．5
28．5

PL

m

6
4
4
90

5

6

　4

55
　4

　3

80
　7

　5

230

100
　4

　7

80
80

　4

80
　4

200＜
　4

25
65

7
50

20

4

200＜
100

　5

　4

10

・20

Color　of

　water

　無
無色透明

無，微白

無，微白

　無
無，微白

　無
　　〃

　　〃

無，微白、

　〃

無

dis．CH4，
　　　　dis．02
＋N2＋Ar

　cc／l　　cd／Z

、137一（535）

23．7

一48．6

39，0
48．6
21．2
48．6

24．5

22．1

30．5
27．1』

23，2

36．0
37．1

26．4

53．2
26，0
29．8
25．7
39．4

51．盛

37．2
31．≧

29，9

28，3
54．8

24，8

125．1

30．4

19．3

，37．2

27．5

0．62

0，53

0，66．

0．20
0．33
0．20

0．1σ

0．31

1，05
Q．38
0116

0．43
0．17

0．36

0．49
0．42
0．66
0．28
0．49

0，35
0．69
10．42

0．55

0。42
0．16

0，14

0；10
0．33

0．36

0．28

0．17一

鮫

一1
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坑井名

C－18
C－22
C＿24’

C－26
C－35
C一’48
’
C ＿77

C－81
C－82
C－103

C－104
，C－107

C－108
C－110
C－113・

C－114
．C］120

C－121
C－122
FC－124

C－131
C－134
C－137
C－138
C－141

C－142

C1『

mg／1

8550、

1630
17030
6310
16350

1321σ

13850
17910
133go
16800

15020
153go
14900
13300

161きo

14650
9350

17150
16350
13480

14530
6960
14380
158go
13120

154」h

NH4＋

mg／1

28．6
8．5σ

57．6
23．8
73．2「

47．7
12．2P

48．6
27．3
42．9・

25．3
26．3
36．2
27，6

26，】

52．5
47，7
14，7

、16．7

19．7
　7．60

45．2
20．4

46，6

Excess

Base

m。eq／l

27，0g、

㌦7．52

60．20

29。25

40．19

21．02

15．80

34．88

10．47

24．1

士ota1

CO2

mぎμ

1693．

728．
1935．

1570．

－1898，

1208．

760．
1860．

492．
1175．

35．84　1483．
20．25　　　　　667，

9．88　　　　43」，

23．49一．766．
26。45　　　　1012．

18．66

31．29

15．04

43，76

24．20・

二9．4コ

16．08
18．、Oo

21．45
工2．75

25』60

722．
1237．

647．

1581．

1276．

42〔）．

755．

845．
2146．

701．

1ユ67．

free

CO2

mg／l

282．

625．

282。
484．

154，

242．

66．0
299。
23．8
247．

616．

157．2

154．

114，

92．4
291．

194．

216．

110．

22．0
145㌔

132．

96．8
1Q】．

52，8

pH

6，7

6．2

6．9

6．4

7．2

．6．8

7．2

6。9

7．4－

7．0

6．7

7．9

7．4

7．0
・7。2

7．4

7』0

7．2

7．2

7．3

7，4

7．0

7．1

7．4‘
7．．0

7．5

RpH

7，3

6．8－

7．4＋

6．8剛

7．8

7，7

7．8

7．7

7．7

7．7

7‘4

8．0
7。6＋

7。6
7・。5

7，8
』
7
， 6
7．5

7，8

7．8

7，9

7．4

F7．6
7。8
7．7・

8．0

Fe＋＋

『
m
g

／1

9．Oo
4．28

5．73甚

16，6

9．05
2。50
20．8

13．コ

6．7β梼・

12．5

10．o

7．48

Feも

mg／l

9．Oo
5，23

4．72黄

17，0

9．73

23．2

13．6

6．3詳

13．o

10．5

7．82

P

1亭9／1

0．04
0．03

0．02－

0．03

0．02
0．03

0．05

0．01

0．03
0．10

0，02

0．03

1くM血04

．cons。

mg／」

101．一

70．2

163．

267．

142．

338．

185．

171．

’133．

79．2

144．

1〆

甲

38一（536）
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＼

NO2－

mg／l

1－

mg／」

Br－

mg／1

’
C
a
＋＋

mg／1

Mg＋＋

mg／引

　　　　　　Tw　　Ta　airSO4風一　　　　　　　　　　　　PL
　　　　　　　も　　
　　　　　temp．temp・
mgμ　　　　。C　　　　　。C　　　　　m

Color　of

　water

16．4

一

27．3

一

3
一

一
1
5
．
9

一
一

一
一

23，8、 26．2
一

0．00 233．5 182．6 1＞ 24．8 27．7
一0．00 299．4 220．7 1＞ 30．o 28．6
一

14．9 27．8
一0．00 177．6 139．5 1＞ 26．3 31．2 150

O．00 159．7 227．1 1＞ 16．o 34．3 4
0．00 1＞ 20．6 32．｝ 25
0．00 18．4 49．8 159．7 335．2 1＞

一 一 一0．00 ．　　o　O 219．6 201．4 1＞ 27．7 27．4 25
15．7

一

27．6

一
一
一

0．00 262．g 126．2 1＞ 14．2 26．8 4
14．7 30．7 5

0．00 191．6 139．9 1＞ 25．5 31．o 55
13．4 32．3 4
23．o 30．2

一

0．00
0．00

0．00

0・QO

7．1 21。5
209．6

155，7

227．5

109．8

175。7

64．3

工59．4

180，ゴ

1＞

1＞

1＞

1＞

24，3
13．3
29．9
23．9
33，0

26．o

29．7
24．7
30。2
28，7
29，5

6
4

15

無，　透
　　〃

dis。CH4

＋N2＋Ar

　cc／l

24．5
21．7

、29，9

37．3

18，3鴨

23．9
25。7

46．2

26，6』

25．9、

46一・3

30．9
23．5

33．4

dis，02－

　ccμ・

0，10
0．46

0．15
0．31

0，2】

0。Ol」

0．07

0，17．

0，1〔〕

0．79
’0．42

0．42
0。4」

0．24

39一（537）

ノ‘、
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坑井名

、9R－6

R－7
R－8
R－10
Rr13

R－14
R－15
R－16
R－18，

R－19

R－20
R－32
R－33
R－35，

R－37

R－39
R－40
R－44
R－45
R－58

R－60
：R－62、

R」65
R－70
R－71

R－72
R－74
R－77
R－78
R－81
R－87・、
R一・88

R－92
R－96
R－97
R－100－
R－101
R－102、
R－103
R－104

R－105
R－108
R－111
R－122・

R－125

R－130
R－132
R－133

　　C＿2’
　　Cr3
　　C－8
脅　　C－9
　　（ン17

坑井位置

7M
4L
7」

8M
8J

61
7L
7K
8’L

8K

6L
8E、
7E
71．

9G

7M
6」

6K
9L．
．6H

9G
8G
6G
10G
6F

9F
6G
6L
51
91

6L
6J
8E
6L
8L

10F
7L
71
6M
7K

6M
6H
5J
、5M

8N

6F
5M
8E

6L
6M
6M
7L．
6J

坑井深度

m

遜水深度

m
490．9　　290，9
508．8　・　323．6

514．8　　　286．9

514．5　　　311、8

481．5　　307．7

481．8
532．7

505．4
478．2
443．0

463．6
427．6
’430．6

473．0
416．5

317．6
285．8
320．6

29上5
321．8

303．6
351．5

318。9
309．7
310』0

464．2．　328．2
524．8　　　317。9

490，9　　372．3
490．9　　　295，5

500，0　’　298，8

455．2
483．3
472．7
492．4
490．9

453，6
486．1

509，4

486．4
512．7

479．1

500．6
425．8
464．5
490．9

434．5

486．1
439．1
481．8
497．3㌧

476．5
480．・9

476，7
503，1

472、7

282，2
・303，3

292。3
306，4
302。1

292．1

294，5
294，5

290．9
、294．6

298．5

316．4
247．6
305．5
300。5

272．3

295．5
308．0
298，8
303，6

アンカー

位　置

m
490．9
469．1
443．3
440．0
422。0

417．6
377．5

405．5
400．2
・432，9

436．0
424』5
400．0
406．7F

・400．0

464．2
499，6

486．3
490。9
437，0

採油ポン

・プ位置

m・

471．7
362．．3

’476．0

424．7
456．4

408．5
516．2
500．0・

456．4
424．1

447．9・

404．1

409』9
401．0

403，0

410．0

500．0

440．0

467．5

443．6

395．5　1　437．1
371．5　　468．9
419．7　　　449．9
461．2　　　471．、6

433．3　　　472．1

386』4
427．0
481．5

422．7
445．O

396．8
442．5

436．7

427．8

490，9

479．1　　　408，3

471．2　　460．．0

377．9　　　381．9

409。2’444．4
490．9　　　468．8

作　　井

年月日

大8。8．5
正11．7．8

〃10．　4．14
〃・10、　2．19

汐10。11．15

現日産油

　量

　KL

0．088
0，022
0．082

0．078
0．1071

〃10．　8．27　　　［0．652

〃　9』　2，　8　　・0．205

〃　9．12，27　　　　0．024

〃10．12．25　　　　0．062

〃11．　2．25　　　　0，040

〃11．　1．20

〃11．　3．21

〃10．7．2
〃　9。10．27
〃15．11．　4，

〃11．　1．22

〃　9．10，25

〃9．11．3
〃10．　5．25

〃9．7．25

0．078
0．090
0．097
0．231

0．046

0．097
0．048

0．024
0．140

0．204

〃10。　5，22　　　　0．637

〃10，　1．　7　　　　0．063

〃10．　6．23　　　　0．467

1〃11．　3．29　　’　0。156

〃10．・9．13　　　 0．058

〃10．　7．29
〃10。10。9

〃6．4．6
〃10．8，6
〃11．8．8

〃6，9．19
〃10．11。4

〃　8．1Q．24
〃12，　7．12

〃11，　8．24

434，5　405．6　1〃7．5，7
479，1　、　476．4　　　〃10，　8．19

439．1　　　428．8　　　　〃　7。　5．　1

481．8　　466，9　　〃7，5。24
407，9　　　474．4　　　〃　9．　8．23

291．5　　　－476．5

295．8　　　443，6

301．3　　　476．7

315，9　　・474，4

183．6　　　472．7

481．8　　170．9
476，4　　　264，5

434，5、183．9
　r、

197．3
、469．1

221．8
362．7
174．2

42．6
280．0．

122．9
285．7
110．8，

415．5P

476，4
434．5

192．5
430。3
206．7
347．3
174．2

420．4
414。6
415．0
447．7

452．9

439．1

354．4
401，1

183．0

452．0

209．4
－350．0

157．5

〃7，6，7
〃10．8，9
〃7。9．23
’〃10．　6．21

〃11，　3．26

〃10．10．13

〃11．　8．25

〃11。6．21

〃9．3㌧11
〃10．10．24

〃　2．11。17

〃3．2．17
〃　7。、4．30

0．588
0．574
0．086

0．160

0．158

0．108
0．175
0．168
0．030

0．100

0．060

0．039
0，266
0，037
0．075

0．070
0．525
0．108
0．068

0．085

0．630
0．068

0．278

0．023
0．070
0．035
0．048

0，120

現日産水

　量

　KL

1．912

0．177
0．118・

0．572

0．209

7．748
0．025
0．034

1，038
0。010．

Oし922
9．070
0．092・

6，969メ

0．073

0．353

0．052

0。770
1，660

0．696

0，113
Q．007

1、933
0．044
0．066

0．112

9．026
‘
0
．
564
7．040，

0．042

1．692

9．425
6．532
14．370

1．000

01040
0．085
0．274
0．113
0，275

9．330
1．875

0．472
7。132
0．365、

25．370

1，732

2．122

ヂユービ採油時間
ングの径7

吋

0，115

0．380
5．965
0．008・
・0．130

2
2
2
、2

2
21／2

2
2
2
2

2
2
2
2
－2

2
2
2
2
2

2
21／2

2
，2

21／2，

2
2
2
2
2『

2
2
2　』
21／2’

21／2

21／2

2
21／2

2
2

2
2
2
2
2・

21／2
・2

2ユ／2

2’

21／2
2・

2
2

時ノ日

6．

2，

2．

1．

1．

’
2
4．・』

　1，
　0．1
　3．
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坑井名

、

　C一レ18
．樫C－22
　C－24
　C－26
　C－35

　C－48
　C－77
　・C－81
　C－82響
　ρ一103

　C－104

　C407
　C－108’
　C－110
　C－113

　C414
　・C－120

　C－121
　C－122
　C－124

　C－131
　C－134
　C－137
　しC－138

　C－141

　C－142

坑井位置

8F
6L
6M
6M
4N

4M
4L
4M
7D
7G

7」

7N
8亘

5L
7N

81
7K
7E
61
6M

9G
7F
6M
8N
5H

7M

坑井深度

　m

133。0

195．5

240．6
490。9
484．2

473．9

500，0
320．0

470．0
430．0

436．0

447．4
416．0
470．7
450．1

504．1

432．0
420．0
485．9
470．0

430．0
363．5
452，2
．460．0

470．6

754．0

悪水深度

　m

85。2
．66．4

54．0
290。9
200．7

81．5
200．5
215。5、

266，0・

206．3

130．1
19912
200．0
202．3
201．3

208。4

201．0
201．0
303，4

36．0

203．1

200．0

37．2
198．8
301．7

201．8

1アンカ＿

位　　置

　m

133．0

195．5

239．5
490．9
478．9

473．9
500．0

320．0
、418．0

430．0

436．0
447．4
416．0
470．7
433，4

435。6

417．6
420．0
450．1
470．0

380．7
’363．5

452．2
460．0
467㌧6

不明

採油ポン

プ　位置

　m

127．3

190．0
221，1
471，7
478，0

443．8
453．0
314．2

442．7
418．7

428．0
424．1

402．9
439．7
435．4

454．3
395，0
399．0
476．4
443，3

374．7
343．1

419，7

438．0
437．4

43b．7

作

年月

井

日

大7，6．8
正8．1．30

〃8．5，19
〃8。8．5
〃12．　1．27

〃・12，　6，17

〃13．　7．13

〃13．11．24

〃14．　3。12
〃14．12，．19
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〃15110，30
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昭2，3．、7
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〃2．5．3

〃2．8，13
“2．11，61
〃3．2．』1

〃3．2．22
〃3．6，16

〃8．3，7

現日産油

　量

　KL

0．068
0．058
0．035
0．088
0，037

0．080
0．048
0．095
0．560『

0，119

0．oOO

O．174
0．966
0．061
0．064

0．062

0．058
0．073
0．062
0．075

0．060
0，037

0．060
0．058

0．225

0．048

現日産水

　量

　KL
『
0
．
082
0．192
0，225
1．912

0．137

2．320』

9，552

0．025
7。340
0．281

0．160

4．826
6．634
0．539
・1．536

0。088
0，192
0．051
0．088
1．325

1．140
0．037
0．282
1．142
11．775

Q．051
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時／日
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真

56

〃

〃

57－

58

〃

〃

67

行

左　下　6，

右　上　2～3

右上　17
　　ず第　　2　　図
S．P．（mv）の目盛

第　　1　　表
小　　区　　分

　　　〃

　　　〃

第　・2　　図

誤

ほとんどみえない

（間隙水＋加えた液体量／間隙水）

a＝Mc1でこれは常に5b　m

400，600，800，1，000，1，200

Water　Content

NH4ext．　by10％NaC1

：NH4ext，by10％Kq

－G．S．R－1　附随地下水

正

よくみえる

〔！間隙水＋加えた辣体量）／間隙水〕

a二MC1でζれは常に50cm
十400，　十600，　十800，

＋1，000，＋1，200

Wαter　Content　Vo1．％

NH4ext．by10％NaC1皿9ん

NH：4ext．　by10％KCI！ng／彦

G．、S．R－1　附近地下水
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坑
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数

坑
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数
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、5
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」0

20

ρ’

oo　　o2　　頑04　r　o6　　08　り　｛ρ　　　z2

　　　　　　　　dτs，02喉

　　　第呂図　全炭酸坑井数別玲布図

’o

　　　　　　六
　　　　　ハ
　　　　　／、　　　　　曳
　　　　　！、　‡深眉瑠H，
　　　　　ノ　1　　一回鋸水p由
　　　　　　　、
　　　　’昌、、　｛”RpH
　　　　’　1
　　　　1　・l
　　　　l　　t
　　　　l　l

一，！　k
呂　2獅磯．1こプ＼．

最も多くの坑井がくる。

　Mg什　65～370mg！1間にあるが140～250mgll．間に

最も多くの坑井がくる。

　SO4“　きわめて少なミ，いずれも1mg／l以下を示

す。

　水色・濁り　無色であるが，油のエマルジヨンにょつ

て微白濁する場合が多い。

．dis，CH4＋N215～50c6μ程度であるが，多くの坑

井で25～35cc！Zを示し，や』過飽和の気味である。．

　dis．02第5図にその坑井数別分布図を示した。0・1一

～0．5cc！Zのものが最も多い。試料採取の不完全から，』

ごく少量のdis．02の増加をきたしていることも考えな

ければならないが，dis．CH4＋N2の値と水質・水温等

からしても，本来のdis．02の値はおそらく0．2ccllを

超えることは稀であると考える。

・坑
井
数

58　62　66　ZO－Z4　Z8　82　86　品0

　　　第3図pH，RpH坑井数分布図

ノ0

　20坑
井

数

〃

Oo

深
層
井

　海層井　　　　　　　．収．、．
．一・X一軸’X㌔一，．’㌧♂・「N’㌦　．！一　　 ×’、

200　　400　　6〃0　　800　　AOOO　　　　　　　　　　　巧00　　　　　　　20ヒ20

　　　　　耐4ω2加腰．

第5図　水中溶存酸素量坑井数別分布図’

20　　　80　　　140　　　200　　　260　　　320　　　380　　　440

　　　KMnO4Cous吻
　第4図　KMnO4消費量坑井数別分布図

究にまつ。しかしFeちと，して・5～10mg／1と考えて大差

ないであろうと推定しうる。Fe＋什の存在は今後の研究

題目である。・

　P　O．00～0．1mgll程度できわめて少ない。多くの

水は0．OAmg／1である。

　KMnO4cons．第4図に坑井数別分布を示す。　これ

にょって80～200mg／」間に最も多くの坑井が存在して

いること力斗わカ〉る。

　NOゴ、0．00mg／1である。

　Ca什　65～380mg／l間にあるが140～240mg／1間に

　1脚測定した範囲内では7～20mg！1で，1一！Cl口の比

は（1．0～1．3）×10－3であつて，ほダー定していると思

われるが長時聞放置した試料であつたことと，分析数の

少ないため確かなることは不明であるが，大体ζの位の

orderと考えられる。

　Brロ測定した範囲内では20㌣50mgμで，Br／cPの

比は（3．0～3．25）×10－3でほy一定した値を得たが，

1一の場合と同様である。

5．測定結一：果の検討

　黒川油田は老朽化した，比較的採油層の深度が浅い油

田であるために，油田餓水水質の分布状況には，種々複

雑な原因による擬乱現象がみられるだろうと予期したの廟

であるが，，ある成分について比較的地質構造と関連の深

い分布が認められている。本油田は，帝国石油株式会社

の産油資料からみると・典型的なガス押し型の油層から

なつている。そして現在は，重力的な排油期になつてい

ることはもちろんである。さて，当油田の含油層附近を

構成する地層の大部分が，海成堆積物からなつているこ
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　　　　　第6図　黒川油田鰍中のCl噌分布図
　　　　　　　　（昭和28年8月現在）単位mg／乙

とから，まず戯水中のC1瞬に着目してみよう。

　第6図にC1｝の地域的分布を示した。深層水では，

一
ド ーム構造の高所に14，000mg／」＜Cl一の部分が南北に

連らなるが，中央部のR8－R13－C120附近ではや、

濃度がおちる。南部の帝石黒川支所附近では14，000mg

／l＞C1噌となるが，南西部では構造の低所にあるにか、

わらず16，000mg／l前後の値を示していて特徴的であ

る。支所附近の水の低戯度は憩らく，数多くの坑井がそ

こに密集して掘られたことにも原因しているのではない

かと考える。

　Cl一量とCa＋＋およびMg÷＋量との関係は，第7図お

よび第8図に示すように，相関関係が認められないが，

アルカリやアルカリ土金属の炭化水素鉱床中における移

動は将来重要な研究題目となろう。

　NH4＋は新第三紀の上部に属すお海成層中に胚胎する『
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第7図黒川油田餓水のC1『とCa＋＋との関係
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　　　●
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　　　　　　　　　　　　α曹吻
　　　　第8図　黒川油田蛾水のC1一とMg＋＋との関係

比較的高いポテンシヤリテイーをもつ共水性ガス附随水

中の量よりも大分少ない（1／2～1！10位）。C1『とNH4＋と

の関係は第9図に示きれるように著しい特徴がある。・す

なわち，浅層水では，図の上方の直線で結んだ附近へ点

が集中するが，深層水ではや㌧その分布が乱れていて，

概略10，000mg／l　c1一の点から斜右上方へ引いた直線

Bのまわりに半楕円形に散るようである。すなわち，同

一のC1鴫量に対しては，深層水よりも浅層水の方が多

くのNH非をもつていることがわかる。

　NH4＋の地域的分布は第10図のようになる。’図上で

’は深層水に関して等値線を引いてあるが，C1一の図とは

大分違つて構造とよく関連しない。南西部にみられた

c1隅の多い部分では，やはりNH＋一も多くて40mg／lを

超えている。北部のドームがPlungeする附近でもまた

｛NH≠が多く，分布を概観すると出油区域の周辺部にか
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第9図

　　　　　　吻卯、
　　CL働　吻
黒川油田鹸水のC1禺とNH4十との関原

えつて多いような感きえある。初生的にこのようであつ

、たのか，開発が進んだためにこのようになつたのかは重

要なこ「とであるが，開発当初の資料がみられない今日で

ほ判断の下しようがない。

　次にCl一とExce甲baseとの関係を第11図に示す・

℃1一とNH4＋との関係に似七，深層水と浅層水の場合で

大分異なる。深層水の場合はやはり101000mg／Z　Clrが

起点となる半楕円形の範囲となつていて，同一C1」量

に対しでは，浅層水の方が・Excess　ba忌eが多い。

　黒川油田戯水は，その性質のうち，特1と釆然ガス附随

水と比較きれる成分についてみると，まずC1一とNH4＋・

CPとEkcess　base，Cl隅とtotal　CO2等が正相関する

のは附随水によく似ている。SO4一一もきはめて少なく，・

dis，02の値もポ’テンシヤルの高いガス附随水中におけ

るものと、大差がない。Pが比較的に少ないことは，Fet

の多いこと・pH値の大きいことわタびFe＋÷＋の存在、

や，ポンプ採油であること等からもうなずける．NOゴ

がないことも同様である。た買，ガス附随水の方が同一

C1一の油田水に較べてNHオの多いことや，KMn　q

cons．の大きいことなどは，ガス田の水と本油田の水と

や＼異なるところかもしれない。

　第撃図に帝石の資料による産油分布図をのせたが，こ

の現産油状況と油田敵水の質との間には，ごく僅かの関

連しか読みとることができない。第12図をみると，北部

地区では油水比が大きく，中部地区の西側では小きく，

同地区の東側はまた大きく，最南部西側では大きい。こ　、

の産油図によると，水中のCl一とNHオの双方が多い
地域で丁度油水比が大きくなつていることになる。中部

地区の西圓ではNH4＋＜10mg／1，CI一＜14，000m言／1と
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なつている。北部はC1隅＜14，000mg／1であつても，NH4

＞20mg／Zである。なお，中部東側の油水比の良好な地

区において，例外的にその比が不良なものもみえるが，，

その場合にはCI一，NH4＋が少なくなるらしいことがう

かyえる。

　現産油量が0・1KL／顧yを超える坑井は，第12図1こ．

示すように，地域の北半部に多い。現産油量と油田餓水

の質との聞には判然とした関連がうか穿えない。
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　　　　　　　　　　　　　6．将來の問題
　　　　　　　　　　地表地質精査との関連性から黒川
　以上のもの　　　　　　油田に対して地化学調査を実施した

　　　　　　　　　ものであるが，この油田のように老

　　　　　　　　　朽化したものでは，採？申に伴なう

　　　　　　　　　水・油・ガスの3者の急速な動きが

　　　　　　　　　あるために，測定資料の解釈に非常

　　　　　　　　　な困難を感ずる。油田の実態把握の
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　　　　　　　　　カ∫）とカ∫行われなけれ壱まならなし、と
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　　　　　　　鵜〃の

　　囁〃9
聯吻．辮42
　　評53θ
粥雛鈎辮44
　　　　蕩／48瀦棚
　　　　　　　　　ク卿ψ
　　　・　　　＼σ雁
　　　　　　　　　　蟻欝
　　　　　　　聡」670／92

嚇夢・42

鶴3・・

　　　粥294

嚇427

　　　、　　鵜岬　　血躍、
　　　　　　　　　　　　　σ／6025・

聯禰難懇辮編，．

　　　　　　　　　　　無　Z賜．．へ勢7
　　　囎鐸　 袈
　　　　　　　　　　　所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　100　 　200

第12図　黒川油田産油分布図

　　地質調査所石油課で共水性の天然ガ

　　ス鉱床に対して行づてきた調査爾油

　　田に対する拡張の試みである。これP

　　だけの油田に対して，これだけの測

　　点を配列して観測して得られたもの

　　が，表示した程度のものであつたと

　　いうことは，われわれが今後他の油

　　田に関する資料を解釈するときに，

　　非常に参考になると考えられる。

　　　わが国の各所に散在する油田につ

　　いて，将来この種の調査を進めるた

　　めの基礎資料として活用したい所存

　　である。

　　　　　　7．’結　　　語

　　　油田の地化学調査の第1歩として，

　　黒川油田の全稼動井に対する餓水の

　　分析を実施して，老朽油田ながらも

　　亀3の重要な地化学的資料をうる

　　ことができた。炭化水素鉱床のなか

　　に存在する本質的な地球化学的特徴

　　の一端を，天然ガス鉱床との比較研

　・究によつて逐次明らかにして，油田

30醐　の地化学探鉱の段階にまで発展きせ

　　るための努力が必要であると考え

　　る』　　　　（昭和28年7～8月調査）
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